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6  
柏

崎
刈

羽
か

ら
の

現
地

報
告

老
朽

化
を

め
ぐ

る
柏

崎
刈

羽
原

発
地

元
の

住
民

と
電

力
会

社
や

国
と

の
あ

い
だ

に
、

ど
ん

な
や

り
と

り
が

あ

っ
た

の
か

。
そ

の
実

情
を

あ
き

ら
か

に
し

た
。

本
社

の
建

前
論

も
事

実
に

よ
っ

て
ひ

っ
く

り
か

え
っ

て
い

き
、

住
民

は
な

に
が

本
当

の
こ

と
な

の
か

迷
う

。
原

発
の

完
全

な
検

査
が

期
待

で
き

な
い

う
え

に
、

想
像

を
絶

す
る

被
曝

作
業

を
伴

う
こ

と
が

デ
ー

タ
で

し
め

さ
れ

る
。

地
元

と
の

信
頼

関
係

は
き

づ
け

る
の

か
。

安
全

•
安

心
な

ど
と

は
ほ

ど
遠

い
現

実
を

語
っ

た
。

§
1

.1

こ
の

研
究

会
は

現
在

も
進

行
中

で
す

。
本

害
に

た
い

し
て

読
者

か
ら

の
質

問
や

提
起

を
期

待
し

て
い

ま
す

。
そ

れ

ら
を

う
け

て
、

さ
ら

に
研

究
を

発
展

さ
せ

た
い

と
思

い
ま

す
。

研
究

会
の

メ
ン

バ
ー

全
員

の
名

を
記

す
こ

と
は

し
ま

せ
ん

が
、

と
く

に
、

只
野

靖
さ

ん
は

本
害

を
ま

と
め

る
に

あ

た
っ

て
、

た
い

へ
ん

有
益

な
刺

激
を

あ
た

え
て

く
だ

さ
い

ま
し

た
。

な
お

、
こ

の
研

究
は

高
木

仁
三

郎
市

民
科

学
基

金
か

ら
20

03
/

20
04

年
度

に
「

原
子

力
機

器
の

材
料

劣
化

の
視

点
か

ら
見

た
安

全
性

研
究

•
原

発
維

持
基

準
の

安

全
性

研
究

」
の

テ
ー

マ
で

助
成

を
受

け
ま

し
た

。
記

し
て

感
謝

い
た

し
ま

す
。

20
05

年
3月

い
ま

、

ー
老

朽
化

す
す

む
原

発

上
澤

千
尋

原
発

の
老

朽
化

日
本

国
内

で
は

53
基

の
原

子
力

発
電

所
（原

発
＝

げ
ん

ば
つ

）
が

運
転

さ
れ

て
い

ま
す

(2
00

5
年

3月
の

山
口

幸
夫

時
点

）。

最
初

の
原

発
で

あ
る

東
海

原
発

（黒
鉛

減
速

炭
酸

ガ
ス

冷
却

炉
）は

、
19

66
年

7
月

25
日

か
ら

19
98

年
3月

31

日
ま

で
、

31
年

あ
ま

り
の

あ
い

だ
運

転
さ

れ
た

の
ち

、
廃

炉
に

さ
れ

て
い

ま
す

。
研

究
開

発
段

階
の

原
発

で
あ

る

新
型

転
換

炉
「

ふ
げ

ん
」

は
19

79
年

3月
20

日
か

ら
200

3
年

3月
29

日
ま

で
、

24
年

問
の

運
転

の
の

ち
、

廃

炉
と

さ
れ

ま
し

た
。

こ
の

2
基

の
原

発
は

今
後

20
-

30
年

か
け

て
、

解
体

撤
去

さ
れ

る
予

定
で

す
。

運
転

中
の

原
発

の
う

ち
、

9
基

が
運

転
開

始
か

ら
30

年
以

上
に

な
り

、
よ

く
い

わ
れ

て
い

る
設

計
時

の
想

定
寿

命
を

超
え

よ
う

か
と

い
う

年
齢

に
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

と
く

に
、

敦
賀

1
号

炉
(1

97
0

年
3月

14
日

運
転

開
始

）

美
浜

1
号

炉
(1

97
0

年
1

1月
28

日
運

転
開

始
）、

福
島

第
一

1
号

炉
(1

97
1

年 .
 3

月
2

6
日

運
転

開
始

）、
美

浜
2

号

炉
(1

97
2

年
7月

25
日

運
転

開
始

）の
4

基
は

、
廃

止
さ

れ
た

束
海

原
発

の
運

転
記

録
を

超
え

て
運

転
が

つ
づ

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

運
転

年
数

2
0

年
を

超
え

る
も

の
は

、
あ

わ
せ

て
31

基
と

、
全

体
の

半
数

を
超

え
て

い
る

、
と

い
う

の
が

現
状

で
す

。

こ
れ

ら
の

原
発

で
、

重
要

配
管

の
ひ

ぴ
割

れ
や

減
肉

、
原

子
炉

の
内

部
構

造
物

の
損

倍
な

ど
深

刻
な

事
態

が
す

す

ん
で

い
ま

す
。

運
転

開
始

当
初

に
は

ま
っ

た
く

取
り

替
え

る
こ

と
を

想
定

し
て

い
な

か
っ

た
「

炉
心

シ
ュ

ラ
ウ

ド
」

「原
子

炉
上

ぶ
た

」
「

蒸
気

発
生

器
」

と
い

っ
た

大
型

の
機

器
を

交
換

し
て

ま
で

、
電

力
会

社
は

原
発

運
転

の
継

続
寿

命
の

延
長

を
は

か
っ

て
き

て
い

る
の

で
す

。

日
本

に
あ

る
原

発
は

二
つ

の
型

、
沸

騰
水

型
炉

(B
T01

 m
g

 W
at

er
 R

ea
ct

or
、

B
W

R
)

と
加

圧
水

型
炉

(P
re

ss
u

ri
ze

d
 W

at
er

 R
ea

ct
or

、
P

W
R

)で
す

。
B

W
R

は
、

G
E

(
ジ

ェ
ネ

ラ
ル

・
エ

レ
ク

ト
リ

ッ
ク

）
・

日
立

・

東
芝

グ
ル

ー

プ
で

、
東

北
電

カ
・

東
京

電
力

•
北

陸
電

カ
・

中
部

電
カ

・
日

本
原

電
の

原
発

で
す

。
P

W
R

は
、

ウ

エ
ス

テ
ィ

ン
グ

・

ハ
ウ

ス
・

三
菱

グ
ル

ー
プ

で
、

関
西

電
力

•
四

国
電

カ
・

九
州

電
力

•
北

海
道

電
カ

・

日
本

原
電

の
原

発
で

す
。

そ
れ

ぞ
れ

で
、

ど
の

箇
所

で
ど

ん
な

事
故

•
故

障
が

起
き

て
い

る
の

か
、

み
て

お
き

た
い

と
思

い
ま

す
。 原

発
の

概
形

図
に

、
事

故
が

起
き

た
箇

所
を

X
印

で
落

と
し

て
い

き
ま

す
（図

1.
2

、
1

.3
)
。

す
る

と
、

そ
れ

ぞ

れ
の

原
発

の
ほ

と
ん

ど
の

箇
所

で
事

故
・

故
障

が
起

き
て

い
る

で
は

あ
り

ま
せ

ん
か

。

原
発

の
安

全
上

璽
要

な
機

器
で

あ
り

な
が

ら
、

補
修

や
取

り
替

え
が

き
わ

め
て

困
難

な
機

器
に

、
材

質
の

劣
化

な

ど
が

原
因

で
重

大
な

機
能

の
低

下
が

起
こ

る
こ

と
が

、
老

朽
化

の
ひ

と
つ

の
大

き
な

問
題

点
で

す
。

こ
れ

ま
で

B
W

R
で

起
き

た
お

も
な

事
故

・

故
障

を
害

き
出

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

・燃
料

棒
の

損
僑

•制
御

棒
被

覆
の

ひ
び

割
れ

4
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甲Ｅ第３２号証

MAT
四角形

MAT
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